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古米化に関与し、イネ種子に存在する脂質分解酵素ホスホリパーゼＤ（PLD）が欠け

た変異体「03-s108」を見出した。PLD の有無は、米ヌカに存在する脂質貯蔵細胞顆

粒（スフェロゾーム）膜の融合に関係することが明らかになった。 

[研究の背景・ねらい] 

古米化に関与する脂質の酸化分解を抑制することは、米の貯蔵性の向上や低コスト化、玄米全

粒粉の製造につながる。そこで本課題では、脂質貯蔵細胞顆粒（スフェロゾーム）を崩壊させる

ホスホリパーゼＤ（PLD）がイネ変異体「03-s108」の種子で欠失しているか否かを検証するとと

もに、スフェロゾームの分解機構を組織化学的に解析する。 
 
[研究の成果]  

1) 抗 PLD 抗体を用いたウエスタンブロッティングと酵素活性の測定により、「03-s108」の種子

では PLD が欠けていることを明らかにした。 
2) 単離した「日本晴」ないしは「03-s108」のスフェロゾームに、ヌカより抽出した粗酵素画分を

添加したところ、PLD 活性の存在によりスフェロゾーム膜の融合が生じることが明らかになっ

た（図）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図．PLD 活性とスフェロゾーム膜融合の関係 
「日本晴」（A, B）および「03-s108」（C, D）のヌカより調整したスフェロゾームに、「日
本晴」（A, C）ないしは「03-s108」（B, D）より調整した粗酵素画分を添加し、6時間、35℃
で振とうした。 
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